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・文化財の位置情報をオンラインマップに登録した「文化遺産防災マップ」を構築
“東日本大震災の経験をベースに、遠隔地の災害に情報支援ができないか？”

⇒文化遺産防災マップを活用して文化遺産の被災状況を推定する手法の開発。

文化遺産防災マップ（東北大学）

現在公開されている日本全国の
国・都道府県・市町村の指定文化財の
位置情報を登録（約1万3千件）
→災害発生時に、各種災害情報と

重ね合わせて被災推定
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令和8年7月28日16時27分 地震発生→気象庁が公開した
推定震度分布のshapeファイルを文化遺産防災マップに重ね合わせ
⇒翌日より研究室で文化遺産の被災推定作業を開始

震度5弱以上の震動域に存在する文化財のリストアップ
＝被害が生じている可能性がある
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QGISを用いて震度ごとの領域に含まれる文化
財情報のカウント
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震度7 震度6強 震度6弱 震度5強 震度5弱

国指定 2 18 39 65 129

県指定 1 23 60 81 97

市町村指定 8 101 186 169 328

合計 11 142 285 315 554

表1 震度別被災文化財推定

震度7 震度6強 震度6弱 震度5強 震度5弱 合計

国指定 美術 0 1 1 2 0 4

史料 1 2 1 2 1 7

有形民俗 0 1 0 0 0 1

建造物 0 6 26 52 107 191

史跡 1 6 9 6 18 40

天然記念物 0 2 1 3 1 7

無形民俗 0 0 1 0 2 3

合計 2 18 39 65 129 253

県指定 美術 0 9 34 45 25 113

史料 1 1 2 6 4 14

有形民俗 0 2 3 4 19 28

建造物 0 5 5 9 10 29

史跡 0 5 13 9 27 54

天然記念物 0 1 3 7 11 22

無形民俗 0 0 0 1 1 2

合計 1 23 60 81 97 262

市町村指定 美術 2 7 45 49 74 177

史料 1 1 18 16 58 94

有形民俗 0 0 1 0 0 1

建造物 2 35 46 25 82 190

史跡 3 50 64 57 82 256

天然記念物 0 2 11 15 23 51

無形民俗 0 6 1 7 9 23

合計 8 101 186 169 328 792

表2 種類別被災文化財推定

美術 588 絵画・彫刻・工芸

史料 229 文書・書籍

有形民俗 60 民具・衣服・生活用品

建造物 820 神社・寺院・古民家

史跡 699 城跡・貝塚・古墳

天然記念物 160 動植物

無形民俗 56 神事・祭礼

表3：種別合計

総計1307件の文化財に被災の可能性

動
産

不
動
産

それぞれの分野の
専門家が動く必要

動産は極力安全な場所へ
＝保管場所の確保

個々の物品は指定品ではない
＝ゆえに失われる可能性

ただし、これはあくまで“指定品”の数値
周辺で膨大な未指定の文化遺産が被災している可能性

令和8年熊本地震における文化財の被災推定（R8.7.31時点）
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7月31日時点、人命救助最優先、当面は生活再建が優先課題
  ⇒それらの次の段階として必ず様々な文化遺産レスキューが動く

  それまでにできることとは？
・安全な場所への移動
・ブルーシートをかけておく→この季節、水や湿気を防ぐ対策を
・復旧過程での災害廃棄物として史料や民具が廃棄されないように

2022年福島県沖地震

2019年東日本台風

熊本県教育委員会文化財課で呼びかけ開始
判断に迷ったら是非相談を！
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